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 （２）道徳教育への示唆 
２．カントにおける「実例」の多義性 
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 ハーマンの論点で注目すべきは、道徳的判断の実践（the practice of moral 
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 ガイヤーは、「カントの道徳教育における実例使用の分業化（Kant’s division 
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ること（the possibility of their being moral）と、そのように道徳であるために
（生涯にわたって）戦うべき束縛・抵抗（constraints）とについてはっきりと
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徳的に自由であること（being free to be moral）、しかしまた、そうあるために
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